




































ように魅力度を高めていたのだろうか？実験の結果、24 種類条件で足を止めた 145 人の顧客
のうち、ジャムを実際に購入したものはたった４人（３％）に過ぎなかった。一方、６種類条
件で試食を行った 104 人のうち 31 人（30％）がジャムを購入したのである。この値には統計
的に有意な差が認められている。つまり、最終的な購買意欲を引き出した魅力度の高い展示方
法は、選択肢の少ない条件であったと考えることができる。
